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『長江の流れは絶えす』
































年から勤めておりました関係で、満鉄の留学生が年々同文書院に派遣されておりまして、帰ってきてまた満鉄にお勤めになると言うことから、非常に身近なものに感じておりました。卒業いたし て中国問題に携わるようになりましてから、小崎（昌業）さんを始め中国についてお詳しい方々の指導を受けまし 。ことに晩年まで人民日報の読み方を、手取り、足取りして教え いただい 桑原さんはご自身は外大 出身であり すけれど、非常 友人 同文書院出身の方が多くて大変影響を受 たの あ す。
そうこうしております内に、今から、大学紛争の直前で
すから二十年ほど前に、私のところにアメリカ人の女性コロンビア大学から留学いた まして、中国語を勉強して相当中国語を読める、日中関係を研究したいと言うことでございました。彼女は立派な奨学金をもらって るのでありますが、亭主は無職、無収入 その無職 無収入が子供を連れてくっついてまいりまして 東京の西荻窪の町田のわれわれから見ると大変立派な家を借りて住んだ。女房は私の講義やゼミに出る、亭主は一人で子供を幼稚園に通わしたり、東洋文庫に行って勉強したりしている。そのうちに亭主の方ともだんだん親しくなりまして、私のゼミなどに出てくるようになった口語学の才能があ まして 国語と日本語と両方一生懸命勉強するうちにかな 話せる 読めるようになっ 。その男の名前 ダグラス・レイノルズと申しまして、彼が女房の奨学金で豊かな生活を営んでい
て、ちょこちょこ東南アジアを旅行する。その印象を私に語りまして、日本人で在外商社、あるいは在外駐在員になっている人の中に、びっくりするほど同文書院出身が多いけれど、同文書院と言うのは特別な学校だったのかと、いう質問をいたしました。私は実はこうこうこう言う学校だと、簡単に荒尾精、根
津一以下の話を たしました。そして同文書院では大変中国語を強く教え 、力点を置いた、それが多分、広東語や閤南語を語る東南アジアの華僑との交渉に多少のプラスがあるのであろうと申しま た。英語も上手かと言う で、いや
lどうかなと言いましたら笑って、しかし非常に面白












































































































































































行く。岸田 その時のことを「呉訟日記』と題 残しておりますが非常に面白い。近代に ける日本人の中で 口語交じり文、これ 岸田 最初です。だから私は岸田が最初だと一一守つ論文でも書 うかと思うくらい 非常 暢達した江戸なま の口語 書いておりますが てもおも ろい。中国について、時の清国 ついて彼 二つ強い印象を
r ！毛 ii；の流れは絶えず」15 
もった。一つは、外国人、特に白人の前で清国人が縮みあがっているその姿をしばしば見て、日本がこうなってはならんと、彼の非常に強いナショナリズムがそこで恨付く。もう一つは、中国で何か売れるものはないかと探した口そしてその後彼は、まず目薬 背中にしよって、や ては目薬だけでなくいろいろな薬を背中にしよって全中国を本く、富山の薬充りみたいな制度を楽部堂でつくります口次に鉛の活字で小さい四書、古典、科挙 出そうなアンチョコのようなものを印刷するのです。ご承知のように科挙の試験の時は貢院の中にフトンや 参考書を持ち込んで受験生とまりこむ
c
そうすると小さければ小さいほど沢山持ち込










るべき同文書院の伝統だろうと私は思っております。もう一つだけ、あと時間が無くなりましたので大急ぎでお話しいたしますと、私の娘婿の親父、つまり恥の娘の義理の父は同文書院出身の尾崎庄太郎でありますりその尾崎庄太郎は私とは大変仲良しで、ぼーっとしていますけれど大変情け 厚い人で、しかもいろんなことに配慮する、まああんな顔でよくそんなに気がつくと思うほど配服する人でありました。彼は共産党員です口それからさきほどちょっと名前を げました桑原寿一一さんは、新民会からずっ 華北で日本軍と協ルをい しました、いわば簡単に一一．ワえば市凶主義将、この．一人が広の娘の結納式の時に．絡に るんですり庄太郎さんに同文書院 関係で識をよびましょうねと言ったら桑原さんでもよんでくれませんかというから披蕗の時よん、戸
τ
そしたら．緒に峨間山に仔．った請を桑原さ
















齢の必%くらいかが大学へ行くの ありますから、だいたい学問なんかにむいてないのが一杯行く。そうい のも、のびのびと人生をおくれるような、そういう大学の在 方を考えようじゃ かという で色々考えまして、ご記憶のある方もいらっしゃるかと思います 当時随分物議かもしました一芸一能で入れるという、フルートが上手なら日本で四番以内である は入れる、体操でもインターハイで四番以内で入れる、津軽三味線でも入れるという制度を作りました。それが今 も続いておりますが 非常に個性のある学生達が出ております。最近マスコ、、二乞…騒がしたのは例の最年少で五大陸の最高峰 全部をきわめ、昨年はチョモランマの登頂に成功し、そしてその山がよご てるのを見てびっくり て、今は山をきれいにする運動をやっております野口健、彼の親父が東大で私に教わって息子が不良少年野口健が亜細亜大学に って まともな山
登りになった。野口親子は僕の方に足をむけて寝られんはずだと白ら思っておりますが、そういう人材を養おうと決心して頑張ってき わけであります。
志は・・・。占領時代の自由とか民主主義とかは、人の
心の琴線をゆるがさ いのです。何かないかと思って、それで実は同文書院にたどりついた、同文書院がもっている荒尾精、あるいは山田良政以来 アジア解放の志、これが二十一世紀にもまだ必要なのではないか、そう思いまして、アメリカに留学した学生達、これは英語が きるようになって帰ってきますから、これを東南アジアやアフリカにやりますと、あのへんは公則語はたいてい英語なん す。公用語というのは日常の言葉、そういうとろへ留学させて、マレーシアだとかイスラエルだとかそういうところへ留学させ、地域の専門家を養成したいと思っ 、その道を始めたところで私の任期も終わりました。それから先生がたがあまり熱心でないんですね、明治の頃の先生と違 んです。やはり月給をもらっている なんとなくノンキになっちゃう、だからこれは成功しませんでした
c
それで今、女子校の東洋英和に凶りますから、広い視野をもった 秋珪女士みたいに実践運動しなく もい けれど広い視野を女性に養うようにと、それが母親を通じて、母親となった時に子供に志として受け継がれるようにと、ちょっとそういうことを考えて、ちょ と所か一生懸命考えて何とか生かせないかと私の今日の職業を生かせ いかと今模索中であります。結論に入りますが、いずれは同文書院の同窓会も消えていくだろう、と私は思っておりました。旧制一高の同窓会
r長 il：の流れは絶えず」17 


















すか先生が強制さ たその志を愛知大学に継いで ただきたい、特 亜細亜大学のご経験は愛知大学の今後の改革、教育改革のために指針をあ えてくれる 思われます
c
教
員、教授、年配の同文書院の同窓に対するいましめ 言葉であると同時にお祝いの励ましのお言葉であったと思います。大変有益なご講演誠 ありがとうございました口
（大きな拍手）
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＼これは二
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一年五月二十六日、名古屋キャッスル／
－ホテルで行なわれた東亜同文書院創立一
OO
周年記念－
一講演講師東洋英和女学院院長衛藤滞吉先生 講演内容一／である。なお、司会は霞山会常任理事小崎昌業氏＼
